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断章、ホイットマンのLoveあるいは愛について
光
??
小
65
My　comrade！
For　you　to　share　with　me　two　greatnesses，　and　a　thhrd　one　rising　inclusiVe　and
　　more　resplendent，
The　greatness　of　Love　and　Democracy，　and　the　greatness　of　Religion，　（21）
　『草の葉』（Lea　ves（Of　Grass185　5－　92）一巻には、世界のあらゆる事象が、目に見えるもの、
見えないものを含めてたっぷりと含まれている。従って、一口にホイソトマン（WaIt
Whitman1819－92）の詩の主題は何かと岡われても容易には答えられないのだが、上に引い
た“Starting　from　Paumanok”の一節を手がかりに、雑多な詩集の中身をとりあえずは、
1．ove、　Democracy、　Rehgionの三つの領域に整理することが出来るだろう。ただし、　t｝｛i二
者を包含、昇華する位躍にRehgionがあるという構造に注意する必要はあろう。つまり、
ホイットマンにおけるLoveは、どうやら単純に愛とは訳し切れない含みがあるようである。
詩集のvolumeと同様、単語…つもまたたっぷりとしているのだ。
　この、一・筋縄にはいかないLoveあるいは愛というものについては、ホイットマンに限ら
ず、古今東西さまざまに考察されてきた。だが、ホイットマンの方法はいわゆる哲学者の
それとは異なる。彼は対象を分類整理することで理解しようとしたのではなく、あくまで
詩人としてそれを感じ取り、表現を試みるのだ。亀井俊介はメルヴィルとホイットマンを
並べて論じた文章の中で「発見」という言葉を用い、哲学と文学の違いを思わせている。
　『白鯨』にしろ、「自己の歌」にしろ、そこに哲学的なモラルを見出そうとすると必
ず失敗する。二人に明確な思想など把握されてはいないのだ。二人は語りうたううち
に、人間の存在の実相とその意味をつぎつぎと「発見」していく。その「発見」は矛
盾だらけであり、たがいに衝突しあっている。1
　さて、ホイットマンは人間の抱くLoveあるいは愛（以下は便宜上、愛と表記する）に何を
「発見」するのだろうか。彼は女性と男性とに向かう時、それぞれの愛の形に違いがある
と感じ取り、それを次のような詩に表現した。Calamusという植物の名の冠された詩篇の
一編である。
Fast－anchor’d　eternal　O　love！Owoman　I　love！
O　bride！O　wife！more　resistless　than　1　can　teU，　the　thought　ofyou！
Then　separate，　as　disembodied　or　another　born，
Ethereal，　the　Iast　athletic　reahも影my　consolation，
Iascend，1　float　in　the　regions　of　your　love　O　man，
O　sharer　of　my　roving　1ife．（135）
　錨の比喩が用いられる女性の愛（詩人の女性への愛）は、陸地につながり、定住する。
一方で、男性の愛（詩人の男性への愛）は、陸から離れ、いわば海土を浮き漂うかのよう
に、一箇所に定着することが無い。詩人の思う男性はさ迷う道行きを共にする相手として
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愛されるのだ。We　two　boys　tOgether　clinging，10ne　the　other　never　leaving，1Up　and
down　the　road8　going，　North　and　South　excursions　making，（130）というCalam　us詩篇の
一飾をも思わせる、旅の道連れとして移動する。
　花嫁や女房、つまりは家族の絆への思いは、日く言い難き程に抑えきれない感情だが、
そこから離れる（Thell　separate）詩の3行目以下ではすっと熱が冷めたようになる。興奮の
現れである感嘆符が連発していたのに、不意に静かな口調になる。この対比もまた、定着
と放浪に加え、詩人の愛の二面性を捉える手がかりになるだろう。
　ホイットマンはCalam　tiS詩篇の前にClll7di’en（ofAdamという詩篇を置いている。両詩
篇は共に愛の表現であり、対を成している。Cin7dren（］f　4damでは詩人の女性への愛が、
Calam　usでは男性への愛が主として描かれている。上に引いた一篇は、二つの愛の形を凝
縮して見せている。
　Childi’en｛efA（面111詩篇は、そこに収録されている1‘From　Pent－Up　Aching　Rivers”、“I　Am
He　That　Aches　With］レ）ve”といった詩に明らかなように、男性の「落く」（adhe）肉体が基
調を成している。そしてこれは先に見た花嫁や女房への抑えきれない思いに通じるものだ。
性（sex）への、延いては生（life）への執着といえよう。
　これに対して、上に引いた0認a〃川5詩の3行目以下の分離（detaqhment）には、死（death）
の影が差している。「肉体から離れる」（disembody）、「再生」（another　born）といった言葉
から、死の音がll恵こえる。そして同じくCalamusの一篇である“Scented　Herbage　of　My
Breast”が連想されてくる。
Yet　you　are　beaut血1　tO　me　you　faint・tinged　roots，　you皿ake　me　think　of　death，
Death　is　beaut漁1　fi’om　you，（what　indeed給finally　beaut動配except　death　and
　　　love？）（114）
　Calamusを思わせる芳しい草を「君」と呼びかけるこの詩では、愛と表裏一体の死が美
しいものとして描かれ、詩人はそのtoneを自らの詩に響かせよう（Give　me　your　tone
therefore　O　death…）とする。死を請い願ってすらいるようだ。
　さらに、これはCalamus詩篇ではないが、次の一節を、詩人における死と肉体の関係を
表現したものとしてここに並べたい。
For　not　l血’s　joys　alone　I　8ing，　repeating－the　joy　of　death！
The　beautぜul　touch　of　Death，　soothing　and　benumbing　a　fbw　moment8，　fbr
　　　reasons，Myself（hscharging　my　excrementitious　body　to　be　burn’d，　or　render’d　to　powde蔦
　　　or　buried，
My　real　body　doubtless　left　to　me　fbr　other　spheres，
My　voided　body　nothing　more　to　me，　retuming　to　the　pur雌cations，　further　ofices，
　　　eLernal　uses　of　the　earth．（182－3）
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死の麗しい手触りを求めるのに対して、生きている肉体には何か繊れすら感じているよ
うだ。“ASong　of　Joys”というこの詩は、もちろん生（life）の喜びも歌うが、むしろ声の高
まるのは死（death）の喜びを叫ぶ時だ。そしてこの感情は、固定した陸地を離れて海に向か
う願望として発せられる。
Oto　sail　to　sea　in　a　ship！
Tb　leave　th蛤steady　unendurable　Iand，
［ib　leave　the　thresome　sameness　of　the　streets，　the　sidewalks　and　the　houses，
Tb　leave　you　O　you　solid　motionless　land，　and　entering　a　ship，
Tb　sail　and　sail　and　sail！（183）
　陸から海へというMotif2は、先に見たα～伯加こ～5詩“Fast　Anchor’d　Eternal　O　Love！”
にも本質的に通じている。つまり定着から放浪へ、さらには生から死へという。錨が象徴
する女性に引き止められ（固定され）る男性の肉体はまさに生（性）の在り様だろう。し
かし絆人には常に海へ、放浪へとの動き、志向がある。そこには死の響きがある。これが
伽8加α5詩篇の通奏低音であり、愛の一つの形を成している。
　しかしCalam　usの愛はそう単純なものではない。微妙かつ多義的にしているのは、そこ
に含まれるDemocracyのvisionである。“For　You　O　Democracy”を見よう。
Come，　I　w丑l　make　the　continent　indissoluble，
IwiU　make　the　most　splendid　race　the　sun　ever　shone　upon，
Iwill　make（livine　magnetic　lands，
　With　the　love　of　comrades，
　　With　the　l血一long　love　of　comrades．
Iwi皿plant　eompanionship　thick　as　trees　along　all　the　rivers　of　America，　and
　along　the　shores　of　the　great　lakes，　and　all　over　the　prairies，
1　will　make　inseparable　cities　with　their　arms　about　each　other’s　necks，
　By　the　love　ofcomra（les，
　　By　the　manly　Iove　of　comrades，
For　you　these　f士om　me，　O　Democracy，　to　serve　you　ma　fbmme！
For　you，　f｛）r　you　I　am　triUing　these　80ngs，（117）
　詩人の夢想するDemocracyの」二台には、　comrade！と呼び掛け合う、男性同志の惹きつけ
あう愛着3がある。だから、冒頭に引いた三つの主題の一つでもあるDemocracyを、いわ
ゆる政治体制としての「民主主義」という風に狭く訳してしまうと、微妙な含みが損なわ
れてしまうのである。ホイットマンのDemocracyは一一介の政治理念に留まらず、人間の存
在の仕方にまで広がるviSionの表明なのだ。4
　Democracyを建設するべき「男同志の愛」（the　manly　love　ofcomrades）には、詩人自身
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の経験した大工仕事の実感もあるだろうか。calamus詩篇の初出は1860年だが、南北戦
争以前のホイットマンの詩行には、40年代から50年代にかけて詩人の体験した実社会の反
映が散見される。ホイットマンのvi8ionは杣象的な観念に成り切る手前ぎりぎりの所で、
生身の個人の意志（lwil】）による肉声を感じさせる。
　錨によって女性の元に安住することの無い、放浪を分かち合う者として死に流れるよう
な愛と、DemocraticなviSionを支える「男同志の愛」とを照らし合わせてみれば、もはや
いわゆる同性愛（homosexuality）の次元を超えていることが分かるだろう。
　現代の読者がこの言葉に抱くであろう概念を、そのままホイットマンの詩に当て嵌める
ことは危険である。というのは、この言葉自体、詩人が詩作をしていた19世紀中葉には存
在しなかったのだ。当時流行していた骨相学の用語、adhesivenessが男性同志の関係を示
すものとして詩人に用いられたが、それはhomosexualに限定しない、友情をも含む微妙な
感情を意味する。5
　ホイットマンがCalamusという名前に象徴させた男性的な愛には、確かにこの植物の形
態どおりに逞しい筋肉の実質があり、同性愛の傾向が全く無いとはいえない。しかし、
Calamus詩篇の男性の筋肉は、肉体であると同時に、むしろ精神的な何かをも感じさせる
のである。例えば“Fast’Anchor’d　Eternal　O　Love！”での”the　last　athletic　reality”などに
見られるこの曖昧さ（ambiguity）は、甜な1ηα5詩篇と対を成すChi7tlren（）fAdamに描かれ
る肉体の具体性と並べてみると、より感じ取れるだろう。
　adhesivenessの対語であるamativenessという概念で詩人自身、後に説明を試みている
Ob1伽ηo侶ぬ加詩篇は、その巻頭に置かれる“恥the　Garden　the　World”と巻末の“As
Adam　Early　in　the　Morning”の二篇が、この詩編を貫く象徴としてのAdamの姿を明ら
かにしている。
To　the　garden　the　world　allew　ascending，
Potent　mates，　daughters，　sons，　preluding，
The　love，　the　l挽of　the廿bodies，　meaning　and　being，
Curious　here　behol（l　my　resurrection　a危er　slumber，
The　revolving　cycles　in　the辻wide　sweep　having　brought　me　again，
Amorous，　mature，　aH　beauti血l　to　me，　an　wondrou8，
My　limbs　and　the　quiverillg　f註・e　that　ever　plays　through　them，　fbr　reason8，　mosも
　WOlldrOUS，
Existing　I　peer　and　pelletrate　still，
Content　with　the　present，　content　with　the　past，
By　m7　side　oi’加αhガ1ηθ刃陀肋暇｝7甥
Or　in∠｝切2t，　andlfollo1u加8・her／tist　the　salne．（90）（ltahcs　mine）
AdamとEveは多くの文学者の素材となっている6が、　Adamを一人称7で書いていると
ころにホイットマンらしさがある。ここには死の騎りなど微塵も無く、生命に満ちた、あ
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くまで具体的な肉体の重みがある。注目したいのは最後の二行で、’この、付かず離れずと
いった歩き振りをどう捉えようか。読み過ごしてしまうようだが、私には、αぬ加雌詩篇
に見られる男性同志の惹きつけあいとは異質な、つまり物質的な引力が作用しているのが
感じられる。なぜならば、詩人ボAdamに託した男性という者は「愛欲に痺く者」である
からだ。
1　am　he　that　aches　with　amorous　love；
Does　the　earth　gravitate？does　not　all　matter，　aching，　attract　all　matter？
So　the　body　of　me　to　all　1　meet　or　know．（109）8
　Children　Of　Adamに見られる愛の形は単純明快ともいえる。それはあくまで物理的
（matter）で、地球が重力でもって物質を引き付けるように、男性の肉体が女性に引き付けら
れるのは理の必然なのである。「疹く」（ache）とは、錨によってがっしりと陸地に引き止め
られる、花嫁や女房に対する感情でもあったが、その熱気gでさえ、もしかしたら物質に還
元されてしまうものかもしれない。
　物理的なmy　bodyを連呼するホイットマンは“As　Adam　Early　in　the　Morning”の最終
二行で止めを刺す。
As　Adam　early　inも11e　Inorning，
Walking　forth　from　the　bower　refi’esh’d　with　sleep，
Behold　me　where　I　pass，　hear　my　voice，　approach，
fO己Z（rh　me，　toueh　the　paノ加（コfyo　ur　hand「to　my　bodJ・As　lpaSS，
Be　not　afi’aj「とノo／ノ11Ly　body（111）（ltalics　nrline）
　このように、あくまで手で触れることの可能な肉体を踏まえた上で、改めてCalamusに
戻りその最終節を読む時、Clii7di’en　ofAdamとの温度差に気づかざるを得ない。目に見え
る肉体が気化するかのようなjN程tOに、我々はCalamusの精神性を見る。愛欲に痩く肉体
の熱は冷却されるが、Children　ofAdamのように物理的に割り切れない、微妙な温かみを
感じはしまいか。
Full　of　life　now，　compact，　vjsible，
1，丑）rty　years　old　the　eighty一もhiエd　year　of　the　State8，
Tb　one　a　century　hence　or　any　llumber　of　cellturies　hence，
Tb　you　yet　unborn　these，　seeking　you，
Whenyou　read　these　I　tllat　was　visible　am　beeome　invisible，
Now　it　is　you，　compact，　visible，　realizillg　my　poems，　seekillg　me，
Fancying　how　happy　you　were　if　I　coしdd　be　with　you　and　becolne　your　comrade；
Be　it　a8迂Iwere　with　yotl．（Be　not　too　certain　buもIam　now　with　you．）（136）
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　二つの愛を表現するCliildren　ofAdamとCalamusは共にBe動詞句で締めくくられる。
「私の肉体を恐れるな」と命じていたその肉体は、Calamu5に至り目に見えなくなり、「霊
妙」（Etherea1の文字は“Fast－A皿chor’d　Eternal　O　LOve！”にもある）となったかのような
存在として一人一人に囁きかける。
　つまり、Calam　usの精神性は、個別の肉体が普遍的なOver’soulに抽象化されるような、
エマソン（Emerson）個人の肉体が一つの透明な眼球（’‘I　become　a　transparent　eyebalL”
Nature）になってしまうような精神性とは違う。ホイットマンの描く精神性はエマソン程に
は超越しない、冷たくならない、人間離れしない。なぜならば、CalamtLsの最後で呼びか
けられるyouには、今この場に生きている我々読者も含まれ、詩人の肉体は見えずとも、
compactでviSibleな「君」すなわち我々がホイットマンを「探す」（8eeking）、そのような
可能性が残されているのだから。そしてこの探し探されるという関係の内には、目に見え
る肉体の熱は無い代わりに、目に見えない精神の温かみがある。
　「熱く見つめる」が原義であるseekという言葉で詩人は人々を「探して」llいる。都市
の群集12に呼びかける“T［b　a　Stranger”である。
Pa8sing　stranger！you　do　not㎞ow　how　longihgly　I　look　upon　you，
Ybu　must　be　he　I　was　seek孟ng，　or　she　I　was　seeking，（it　come8　to　me　a80f　a
　　drea叫）
Ihave　80mewhere　surely　hved　a　hfb　ofjoy　with　you，
AU給recaU’d　as　we伍t　by　each　othe葛fluid，　a丘bctionate，　chaste，　matured，
Ybu　grew　up　with　me，　were　a　boy　with　me　or　a　girl　with　me，
Iate　with　you　and　slept　with　you，　your　body　has　become　not　your80nly　nor　left
　　my　body　mine　only，
1Ybu　give　me　the　pleasure　of　your　eyes，　face，且esh，　as　we　pass，　you　take　of　my
　　beard，　breast，　handS，　in　return，
Iam　not　to　speak　to　you，　I　am　to　think　of　you　when　I　sit　alolle　or　wake　at　night
　　alolle，
Iam噛to　wait，　I　do　llot　doubt　I　am　to　meet　you　again，
Iam　to　8ee　to　it　that　I　do　not　lose　you．（127）
　ここにはもはや男女の区別は無い。Cltildren　ofAdamにおいてEveに象徴される女性の
脇を「渦ぎる時」（as　I　pass）の生きた肉体感覚とも違う、　Calamusの一面である死の響き
とも違う、この詩には、生とも死とも言えない不思議な気配がある。つまり、詩人の立っ
ている場所は都市の一隅だが、想いは記億（皿e皿ory）の領域13と同時に未来にも通じている。
彼はその場にいると同時に、離れたところにもいる。
　ここで詩人の前を雑多な人々（Passing　stranger）が「通り過ぎる時」（as　we　pa8s）、二っ
の愛の形をそれぞれに区別付けていたものが溶け合っているように思われる。確かにここ
で詩人はPassing　strangerを愛している。しかしその愛は、男性が強烈に肉体を意識して
女性に向かう愛でもなければ、vおionとしてのDemocracyに通ずるような男性同志の愛と
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も違う。ここには第三の愛の形の可能性が灰めかされている。詩の最後のIamtoが切実に
響くが、その可能性に対する想いは、もはや愛という言葉では捉えきれないものかもしれ
ない。Loveは単純に愛とは訳せないと冒頭に書いた。ホイントマンのLoveは愛に留まら
ない、それを一体どのような言葉（日本語）で表現するにせよ、それを感じさせるものが見知
らぬPassillg　Stranger（読者をも含め）であるところに、ホイットマンの哀調を秘めた声が
聴こえる。
　最後にもう・一度、エマソンが透明なll艮球に象徴させた思想哲学と、ホイットマンの詩的
実感との差異を述べたい。“Song　of　tlle　Open　Road”の一節でもホイットマンはPassing
Strangerと路上ですれ違っている。
Here給adhesiveness，　it　is　not　previously　fashion’d，　it給apropos；
Do　you　know　what　itおas　you　pass　to　be　loved　by　sもrangers？
Do　you　know　the　talk　of　those　tuming　eye－baUs？　（153）
　磁姦11川5詩篇の特質を示すadhesivenessの語が見えるが、“［lb　a　Stranger”と同様、も
はや男女の性別など越えている。ここに見えるloveの感情は、いわゆる人類愛といった言
葉でも整理し切れない、街のざわめきにまみれたものだ。ホイットマンの眼球は街の群集
と共にぐるぐると動く。透明に澄み渡ることは無く、時には埃が目に入って痛むこともあ
ろう。
Text
Walt　Whitman　Lθaves（ゾ6始55　ed．　by　S，　Bradley＆H，　W．　Blodgett（W．　W．　Norton＆
　　　　　　　　　　　　　　Co皿pan｝l　Inc．1973）
引用詩行の末尾の括弧内に頁数を示す。
　註
　1：筑摩世界文学大系第36巻『メルヴィル』（ll召和47年、筑摩書房）付録5頁
　2：酒本雅之は「英語青年」（11召和46年8月号）でこう書いている。“海を志す彼（IshmaeD
の行為は同時に陸を捨てる行為でもある。つまり陸から海へという彼の行為の軌跡は、再
び発端へ帰ることを予定しない、直線あるいは放物線を描いている。Moby一α臆を塞本的
に規定しているこのモチーフは、（中略）このような精神の型は、ただMoh7－DickやMelville
の中だけで考えられるべきではない。（中略）つまり白い巨鯨Moby　Dickを世界の果てまで
も追跡して、復讐を果たすまでは満ち足りることのないAhab船長の執念のすさまじさは、
本質的に言えば、世界を大霊の象徴に化身させようとするEmersonの夢想、あるいは万物
をことごとくおのれの愛人に変えようとするWhitmanの野心と同じものなのだ。”
　アメリカ・ルネサンスの作家たちの共有概念を構造化する氏の見解に筆者も基本的に同
意するが、EmersonとWhitmanの間については、むしろ本質的な差巽があると考える。
本論の結論部においてこの点に言及する。
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　3：ホイットマンがCalamusの意味を説明した散文の中に”the　beaut血l　and　sane
affection　of　man　for　man”とある（ProsθVaorks　1892，　ed．　E　StOvall，　Vol．II（1964）p．471）が、
この男性同志の愛着はloveの一語では表現し切れない。本論で後述するadhesivenessとも
関わる微妙な感情だ6磁珀加雌詩篇の中では例えば“AGhmp8e”がこの感情を灰めかし
ている。この詩ではloveの語が用いられるが、機械的に愛と訳すわけにはいかない。
　4：Democracyはメルヴィルの主題でもある。例えばMoby－Dick　Ch．94　“A　Squeeze　of　the
Hand”に描かれる、仕事をする男性同志の空間にもdemocraticなviSionがうかがえる。そ
こには同時に同性愛的な気配も漂うのだが、ホイットマンと照らし合わせてみると面白い。
　5：D，M．　Halperin，　Otie　Htmdred｝Years（offfomosexualitM　and　Other　Essays　on　Greek
Love（New　York：Routledge，1990）を参照しつつCaleb　Crainがこう書いている。”There
was　a　word　for　cannibalism，　and　a　word　for　those　who　practiced　it．　In　contrast，　the　word
“homosexuality”did　not　appear　in　Engl掬h　until　1892．　Until　then　the　only　terms
available　were“fhendship”an（1“sodomy，”an〔1－to’a　more　limited　context－the
psychological　diagnosiS　of・”inversion’and　the　phrenological　category　of‘‘adhesiveIless．”
んηθ沈細ゑ蝕窃こ鵬（Vol．66，　Number　1，　March　1994．Duke　U，　P）pp．26－27，
　6：例えばMilton」Paradise　Lost（1667）の最終場面が思い出されよう。
　7：この詩の草稿段階においては”1，anew　Adam”という語句も見える。　C£陥拍ηa」冶
Manuscripts　Lea　ves（ゾthmss（1860？　4Paralleノ艶Y6　Ed．　by　Fredson　Bowers（The
University　of　Chicago　Press，1955）p，58．
　8：D．HLawrenceはStudies　ih　Classic　Ainei’iean　Literature（1923）でこの詩を引用し
ている。さらに彼はt‘A　Woman　Waits　for　Me”を”The　femaleness　waits　f（）r　my　maleness”
と振り、詩人の描く女性に個別の顔が見えない点を突くが、詩人自身の肉体意識（自らの男
性性）の過剰がそうさせるのかもしれない。
　9：amativenessのOED定義を参照。”Propensity　to　love，　or　sexual　passions．”
　10：この過程は“Fast－Anchor’d　Eternal　O　Love！”での変容を思い出させる。さらに一例
として“Song　of　Myself’の次の一行を引いておく。”Wrench’d　and　sweaty－Hcalm　and　cooI
then　my　body　becomes，”（sec，50）
　11：詩人とその呼びかける人々との間g）、この探し探される関係は“Song　of　Myself’の
最終節にも見出される。”Fa丑ing　to飴tch　me　at伽8t　keep　encouraged，　／　MiSsing　me　one
place　search　anothe罵11stop　somewhere　waiもing　fbr　you．”
　12：Wyn　Kelleyは、都市の群集を見つめて描く作家を”Spectator”や”Flaneur”といった語
を用いて論じ、こう書いている。”But　the　flaneur　also　has　a　strong　romantic　eleme　nt　that
seekS　surrender　to　the　city’s　aesthetic　and　sensual　pleasures．　Especially　in　America，
where　the　moralLreform　1｝ress　held　ti’emendous　influence，　much　urban　literature　of　the
antebellum　period　explicitly　wamed　seekers　after　pleasure　to　mend　their　ways　or　go
home　to　tlle　suburbs．　Given　certain　exceptions，　such　as　Poe’s　notable　“The　Man　of　the
Crowd，”Fanny　Fern’s　sketChes，　and　Whitman’s　poems，　the　American　sensibility
エes蛉ted　flaneurial　tendencies　until　later　in　the　century．　　MelUllθ　IS　CitX　Literary　and
乙励3η伽切加八伽θ6θθη功一αゼ16礎7ハ勧ゲ物オ（Cambridge　U，　P　1996）pp．69・70．
　13：adhesivenessがmemoryに関わるというOED定義を参照。”Phi’en．　The　faculty　of
forming　and　maintaining　attachments　to　persons．　Psych．　The　tendency　to　association
of　ideas　which　is　the　basiS　of　memory．”
　本論は、2002年11月30日に開催された学習院大学英文学会における口頭発表原稿に、
加筆修正を施したものである。
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